


【別添】

　（ⅰ）換気設備の概要

外気OA 還気RA 排気EA

○ 無 ○

　非熱交換型（有効換気量率９８％）

　　給排気一体型

　　５分岐（本体分岐）

　　OA，SA，EA：ｵﾚﾌｨﾝ系ｴﾗｽﾄﾏｰ/発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ　λ＝0.025 以下

　　内径OA　： φ0.1　　SA　：　φ0.05　　EA　：　φ0.1

　　OA　5以下   ，　ＳＡ  8以下　，ＥＡ　5以下

　　OA：90°曲げ（ζ＝0.43以下）を２箇所以内

　　SA：90°曲げ（ζ＝0.59以下）を３箇所以内

　　EA：90°曲げ（ζ＝0.43以下）を２箇所以内

　　なし

室内 　　給気グリル　ζ＝2.74以下　　

全ての端末給気口は、性能値（ζ）以下のものを全開状態で

使用した場合に必要換気量を確保可能な換気システムであるため、

全開状態以外では使用しない。

室外 　　パイプフード （給気）ζ＝2.60以下 　　

注１）　　ダクトについては、性能値（λ）以下のものを使用することができる。
注２）　　ダクト分岐、端末換気口については、性能値（ζ）以下のものを使用することができる。
注３）　　適用気積以下の欄は、50Hzと60Hzの適用範囲が異なる場合、それぞれについて記載すること。
注４）　　ダクトの曲がり数は、ダクトの曲がり角度を記載すること。また、複数の角度の組合せがある場合
　　　　　は、その角度と曲がり数を記載すること。　なお、全ての組合せについて、全圧力損失の検証が
　　　　　行なわれていること。

　（ⅱ）適応範囲

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法／ﾌﾟﾚﾊﾌﾞﾕﾆｯﾄ工法および、その類似工法のうち、

工法その他で当該換気計画に影響を与える換気設備を有しない

住宅で、各階天井裏等に当該システムの施工スペースを有する工法

90.7～181.5

６０Ｈｚ

94.7

75.9

92.8～185.6

92.6

72.6

在来工法／２×４工法／木造ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法／鉄骨ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法

  換気回数（回/時）

  建築物の気密性能 １５　以下

  建築物の構造

分離・一体の別

分岐

換気設備の構成

 最長ダクト長　（ｍ）

構
成
部
材
の
仕
様

 ダクト材質
注１）

 ダクト径　（ｍ）

 端末換気口
注2）

換
気
扇
の
種
別

熱交換・非熱交換の別

（１）建築物の部分の概要を記載した図書（機械換気設備の概要）

○

　　端末換気口（屋外フード、給気グリル）
　　給排気一体型換気扇
　　ダクト

第１種換気設備

給気SA

換気種別

ダクトの
有無

 ダクトの曲がり数
（組合せた数を最大とする）

  適用気積（ｍ
3
）

　　０．５～０．７

  必要換気量（ｍ
3
/時）

　周波数

  全圧力損失（Pa）

　吹出し口数 ５箇所

 ダクト分岐
注2）

５０Ｈｚ
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【別添】

（ⅲ）建築物・機械換気設備の設計ルール

１． 適応床面積の考え方
・床面積の適応範囲は、当該住宅の居室及び廊下、洗面所、トイレなどを含めた建物全体とする。
　（押入れ、クローゼット及び浴室は除く。又トイレに別途局所換気扇を設置する場合は、
　　トイレは対象外となる）

２． 通気経路について
・本換気システムは、新鮮空気は換気ユニットの給気ファンによりダクト搬送され、各居室天井面の
　端末給気用グリルから居室に給気するものである。
　　また、居室に給気された新鮮外気は、居室の扉等に設けた通気用隙間から廊下など
　の共有部分を経由して、廊下や洗面所の天井に設置された換気扇の本体排気口から排出されるもの
　である。

３． 各ダクトの搬送風量のは、下記の風量をその上限とする。

４． 換気経路上における建具等について
・本換気システムによる換気経路の確保として、居室給気口から本体排気口までの建具には、適切な
　通気措置（ドアに高さ1cm程度のアンダーカットなど）を設けるか、これと同等の空気流動が確保できる

　と考えられる有効開口面積100～150cm
2
程度の開口を確保しなければならない。

　なお、特殊なものを除き、襖，障子，折れ戸，引き戸の場合は十分隙間が存在するものとみなす。

５． 内装仕上げ材について
・内装仕上げ材に使用する建材は、Ｆ☆☆☆☆のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料とすること。

６． 小屋裏等の換気の有無による建材要求仕様
・本機械換気設備においては、天井裏（小屋裏、床裏、壁内、など）を介して換気は行わないので換気
　対象空間には含めない。

７． 天井裏等からのホルム流入の抑制措置について
・本機械換気設備によって当該住宅の換気を行う場合、当該住宅に使用する建材のホルムアルデヒド
　放散等級はＦ☆☆☆以上とする。

８． 換気設備の設置位置の明確化
１．　機械換気設備本体：
　　・換気ユニット本体は、ホール、廊下、洗面所などの天井面に設置し、相当のメンテナンスが
　　　可能な設置位置とする。

２．　屋外端末換気口：
　  ・屋外の給気用ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞおよび排気用ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞは汚染空気の再循環を防止するため、
　　　互いの離　隔距離を最低４５０ｍｍ確保することとする。
    ・また、他の建物等による換気影響を回避するため、他建物、他住宅の場合は最低２０００mm
　　　の離隔を確保することとする。
　  ・特に、給気用パイプフードは当該住宅の他の排気設備端末口の近傍はさける。

３．　チューブ（ダクト）配管経路：
   ・チューブ配管等の設置部位は、小屋裏および1階天井裏などの空間とする。
   ・ダクトの曲がり半径は直径の３倍以上に設計し、極力最短になるように設計すること。
　 ・本換気システムは、階ごとに設置し、複数階をまたがっては配管しない。
　 ・同一階に複数台設置する場合は、お互いの経路が干渉しないように設計する。
　 ・ダクトは極端な曲がりを避けるように又、極力最短の経路になるように設計する。

４．　室内端末換気口：
   ・給気グリルは各居室に１箇所以上設置すること
   （各居室への換気風量が、当該居室の0.5回/hを下回らないこと）
   ・給気グリルは各居室に１箇所以上設置すること
   ・居室内における給気グリル設置位置は、ドアアンダーカットなどを有する扉側の天井面とし
     居室内側方向に給気する向きとなるように設置すること。
   ・居室の内壁との離隔位置は、0.2m程度とする。

 

17042制限風量（m3/h)

10050ダクト呼び径(mm)
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【別添】

５．給気グリル設置位置の概要

９． 「換気設備に関する施行令第129条の2の6」に関する本システムの機器構成について

1． 本申請に関する換気設備は、第1種換気装置であり、機器本体内に換気上有効な給気機
　および排気機を、共に有するものである。

２． 給気口および排気口の位置および構造について
・給気口および排気口の位置および構造は、当該居室内の人が通常活動することが想定される
　空間における空気の分布を均等にし、かつ、著しく局部的な空気の流れを生じないように
　することが必要である。
・よって給気口および排気口は空気の流れを考慮し、ショートサーキットが生じないよう配置する。
・居室内における給気口は、ドアアンダーカットなどの排気口に対しエアーフローの中で
　できるかぎり風上に配置する。
・機械換気設備本体は、ホール、廊下、洗面所等の天井面の、相当のメンテナンスが
　可能な位置に設置するものとする。
・給気口から排気口への空気の流路に位置する建具等には、１㎝程度のアンダーカット
　もしくはこれと同等の有効開口面積100～150c㎡程度の開口を有すること。

３． 本換気装置の外気取り入れ部の屋外端末部材は、雨水等の浸入を防止し、外風圧を低減
するフードおよび、ねずみ等の侵入を防止するガラリを有し、
換気設備本体の給気機器上流部には、外気中の虫、ほこり等の衛生上有害な塵埃の
侵入を防止しるフィルターを備えている。

４． 本換気設備は、外気の取り込みおよび屋外への排気経路は、φ100チューブおよび屋外端末部材
　 を有しており、直接外気に開放する構造ではなく、これによる著しい能力低下はない。　

５． 風道を構成する給気・排気ダクトの主要材料は、金属、ポリオレフェンフィルム、ポリプロピレン、
及び発泡ポリエチレンなどを用いており、空気を汚染する恐れはない。

１０．換気設備の連続的な運転を確保するために
１． スイッチおよびその近傍に「２４時間連続運転」の旨のラベルを貼付する。

※貼付ラベル（本体同梱品）

２ ．年間を通じて連続運転を促する事を取り扱い説明書に記載し、引き渡し時に施主に説明する。

上記１．２．の措置を講ずるものとする。
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【別添】

１１． ２×４工法時の換気設備施工ルール

１． ２×４工法の場合、１階の天井スペースが狭いので根太の方向に注意して、配管位置を
決定します。

２． 天井裏のダクト配管スペースが少ない場合には、当該部分の天井を一部下げるなどの
施工が必要です。

３． 換気設備本体の設置必要スペースおよびダクト配設スペースの一例

■換気ユニット周囲の必要スペース ■ダクトが根太に直交する場合のスペース
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【別添】

（２）システム概要図

換気方式 給排気一体型換気扇による第１種換気方式

設置台数 各階ごとに必要台数

設置位置 ホール、廊下，洗面所などの天井面

給気グリル 設置位置 換気対象居室の天井面で居室内全体が換気可能な位置

給排気経路 給気経路 ①屋外の給気用パイプフードより新鮮空気をφ100ダクト

　 （チューブ）配管にて換気ユニットに導く。

②換気ユニット内の給気用ファンにより、各居室の天井

 　面の給気グリルまでφ50ダクト（チューブ）配管にて新鮮

 　空気を搬送する。　（給気グリル５ヵ所）

③各室の給気グリルから新鮮空気を室内に給気する。

排気経路 ①換気ユニット下部の本体排気口より室内の空気を直接

　 取りこむ。

②換気ユニット本体下部からの空気は排気ファンにより、

　φ100ダクト（チューブ）配管にて搬送し、排気用パイプフード

　から屋外に排気する。

換気経路の建具のドア高さ１ｃｍ程度のアンダーカットを設ける。

又はこれと同等の空気流動が確保できると考えられる有効開口

面積100～150cm
2
程度の開口を確保する。

　システム概要図

換気ユニット
（本体排気口）

換気計画上の換気
経路における措置

開き戸、吊り戸、
引き違い戸、引き
分け戸等

換気ユニット
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【別添】

（３）構　成　機　器　・　部　材　一　覧　表

機器・部材名 製造会社名 型式・型番等 主な性能・仕様
資料
頁

定格風量（強）　134/132　　m
3
/h

機外静圧0Pa時
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０
局部圧力損失係数

（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０
φ１００×５ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ１００×６ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ１００×８ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ１００×１２ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ１００×２５ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×１０ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×１８ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×２２ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×３０ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×１０ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×１８ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
φ５０×２０ｍ

管摩擦係数　　λ＝０．０２５
ＦＹ－ＧＰＰ０２－Ｗ 局部圧力損失係数
ＦＹ－ＧＰＰ０２－Ｔ (エルボあり）　ζ＝２．７４

■本表に示す部材は使用部材の一例であり、部材の局部圧力損失係数 ζ、管摩擦係数　λが

　本表に記載の最大値を超えない部材については使用できるものとする。

　ただし、本申請に使用できる給気グリルについては上記記載品番のみとする。

ＦＹ－ＫＸＰ２１０

換気ユニット 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－Ｃ２０Ｒ

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＣＡ０４２－Ｋ

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＣＸ０４２－Ｋ

8,9

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＣＡ０４２ 10

10

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＣＸ０４２ 10

10

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＦＡ０４ 11

断熱チューブ１００ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ４０８ 14,15

断熱チューブ１００ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ４１２ 14,15

断熱チューブ１００ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ４２５ 14,15

断熱チューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ２１０ 16,17

断熱チューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ２１８ 16,17

16,17

断熱チューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ２２２ 16,17

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＦＡ０４－Ｋ 11

パイプフード 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＭＦＸ０４１ 11

断熱チューブ１００ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ４０５ 14,15

フレキチューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ 18,19

断熱チューブ１００ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ４０６ 14,15

断熱チューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＨ２３０

フレキチューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ ＦＹ－ＫＸＰ２１８ 18,19

フレキチューブ５０ 松下エコシステムズ㈱ 18,19

給気グリル 松下エコシステムズ㈱ 20

ＦＹ－ＫＸＰ２２０
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【別添】

機器・部材名 製造会社名 型式・型番等 主な性能・仕様
資料
頁

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．１０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．５０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．５０　（排気）ζ＝１．４０

局部圧力損失係数
（給気）ζ＝２．６０　（排気）ζ＝２．２０

φ１００×８ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ１００×１０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ１００×２０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ１００×２５ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ１００×３０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ５０×１０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ５０×３０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ５０×２２ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

φ５０×３０ｍ
管摩擦係数　　λ＝０．０２５

■本表に示す部材は使用部材の一例であり、部材の局部圧力損失係数 ζ、管摩擦係数　λが

　本表に記載の最大値を超えない部材については使用できるものとする。

12

13

12

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＢＧ１００Ｓ－Ｋ

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＴＧ１００Ｓ

ＶＢ－ＤＧ１００Ｓ－Ｋ㈱ベンテックパイプフード

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＢＧ１００Ｓ

ＶＢ－Ｋ１０２０Ｖ 14,16

断熱チューブ１００ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ１０１０Ｖ 14,15

断熱チューブ１００ ㈱ベンテック

断熱チューブ１００ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ１００８Ｖ 14,15

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＤＧ１００Ｓ 11

フレキチューブ５０ ㈱ベンテック ＶＢ－ＫＬ０５３０Ｖ 18,19

フレキチューブ５０ ㈱ベンテック ＶＢ－ＫＬ０５２２Ｖ 18,19

断熱チューブ５０ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ０５３０Ｖ 16,17

断熱チューブ５０ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ０５１０Ｖ 16,17

断熱チューブ１００ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ１０３０Ｖ 14,16

断熱チューブ１００ ㈱ベンテック ＶＢ－Ｋ１０２５Ｖ 14,15

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＤＧ１００Ａ－Ｋ 11

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＤＧ１００Ａ 11

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＲＧ１００Ｓ－Ｋ 11

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＲＧ１００Ｓ 10

11

構　成　機　器　・　部　材　一　覧　表

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＲＧ１００Ａ 10

パイプフード ㈱ベンテック ＶＢ－ＲＧ１００Ａ－Ｋ 10
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【別添】

型式　　：　　FY-C２０R

機械換気設備の図面
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【別添】

　構成機器・部材名：換気ユニット

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： ＦＹ-C２０Ｒ

　仕様： ■適用ダクト直径　　　外気ＯＡ：φ０．1m　／　給気ＳＡ：φ０．０５m　／　排気ＥＡ：φ０．1m　　

■有効換気率　　　　　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ：９８％　

　Ｐ－Ｑ曲線図

《給気》

条件：

・４口、５口給気時

《排気》

条件：

・４口、５口給気時

機械換気設備の図面

給気接続口　４口または５口接続仕様

排気側　静圧-風量特性曲線　　　　ＦＹ－Ｃ２０Ｒ

0

50

100

150

0 50 100

風量　（ｍ
３
/ｈ）

静
圧
　
（
Ｐ
ａ
）

強　50Hz

強　60Hz

 給気側　静圧-風量特性曲線（４口／５口給気共通）　ＦＹ－Ｃ２０Ｒ

0

50

100

150

200

250

0 50 100 150

風量　(ｍ
３
/ｈ）

静
圧
　
（
Ｐ
ａ
）

強　50Hz

強　60Hz強

強
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：パイプフード 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-ＭＣＡ０４２

FY-ＭＣＡ０４２-Ｋ

FY-ＭＣＸ０４２

FY-ＭＣＸ０４２-Ｋ

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ-ＲＧ１００Ａ

ＶＢ-ＲＧ１００Ａ-Ｋ

ＶＢ-ＲＧ１００Ｓ

ＶＢ-ＲＧ１００Ｓ-Ｋ

　仕様： ■適用ダクト直径　　　φ０．1m

■局部圧力損失係数 

　（給気）ζ＝２ ．１０　（排気）ζ＝1 ．４０

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 給気時 22.8 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 排気時 15.2 ［Ｐａ］

《給気時》 ζ　：局部圧力損失係数

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.25 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝22.8/（4.25
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

《排気時》 Ｑ　：風量　　（計算風量）　 120 ［ｍ３/ｈ］

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2） Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　 ＝15.2/（4.25
２
×1.2/2) 　　　Ａ＝（Ｄ

２
/4）π

   ＝    　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

構成機器・部材の技術的資料

0.00785

2.10

1.40

15.2Pa

22.8Pa

120m
3
/h

FY-MCA042(-K),VB-RG100A(-K)

FY-MCX42(-K),VB-RG100S(-K)

10 / 20 ページ



【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：パイプフード 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-ＭFA０４

FY-ＭFA０４-Ｋ

FY-ＭFＸ０４1

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ-DＧ１００Ａ

ＶＢ-DＧ１００Ａ-Ｋ

ＶＢ-DＧ１００Ｓ

ＶＢ-DＧ１００Ｓ-Ｋ

　仕様： ■適用ダクト直径　　　φ０．1m

■局部圧力損失係数 

　（給気）ζ＝１．３０　（排気）ζ＝１．２０

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 給気時 14.1 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 排気時 13.0 ［Ｐａ］

《給気時》 ζ　：局部圧力損失係数

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.25 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝14.1/（4.25
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

《排気時》 Ｑ　：風量　　（計算風量）　 120 ［ｍ３/ｈ］

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2） Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　 ＝13.0/（4.25
２
×1.2/2) 　　　Ａ＝（Ｄ

２
/4）π

   ＝    　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

構成機器・部材の技術的資料

0.00785

1.30

1.20

13.0Pa 14.1Pa

120m
3
/h

FY-MFA04(-K),VB-DG100A(-K) FY-MFX041,VB-DG100S(-K)
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：パイプフード 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ-BＧ１００S

ＶＢ-BＧ１００S-K

　仕様： ■適用ダクト直径　　　φ０．1m

■局部圧力損失係数 

　（給気）ζ＝２．５０　（排気）ζ＝１．４０

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 給気時 27.1 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 排気時 15.2 ［Ｐａ］

《給気時》 ζ　：局部圧力損失係数

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.25 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝27.1/（4.25
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

《排気時》 Ｑ　：風量　　（計算風量）　 120 ［ｍ３/ｈ］

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2） Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　 ＝15.2/（4.25
２
×1.2/2) 　　　Ａ＝（Ｄ

２
/4）π

   ＝    　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

構成機器・部材の技術的資料

0.00785

2.50

1.40

15.2Pa

27.1Pa

120m
3
/h
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：パイプフード 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ-ＴＧ１００S

　仕様： ■適用ダクト直径　　　φ０．1m

■局部圧力損失係数 

　（給気）ζ＝２．６０　（排気）ζ＝２．２０

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 給気時 28.2 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 排気時 23.8 ［Ｐａ］

《給気時》 ζ　：局部圧力損失係数

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.25 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝28.2/（4.25
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

《排気時》 Ｑ　：風量　　（計算風量）　 120 ［ｍ３/ｈ］

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2） Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　 ＝23.8/（4.25
２
×1.2/2) 　　　Ａ＝（Ｄ

２
/4）π

   ＝    　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

構成機器・部材の技術的資料

0.00785

2.60

2.20

28.2Pa

23.8Pa

120m
3
/h
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：断熱チューブ１００ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXH４０５　　　（長さＬ＝５m）

FY-KXH４０６　　　（長さＬ＝６m）

FY-KXH４０８　　　（長さＬ＝８m）

FY-KXH４１２　　　（長さＬ＝１２m）

FY-KXH４２５　　　（長さＬ＝２５m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－Ｋ１００８Ｖ　（長さＬ＝８m）

ＶＢ－Ｋ１０１０Ｖ　（長さＬ＝１０m）

ＶＢ－Ｋ１０２０Ｖ　（長さＬ＝２０m）

ＶＢ－Ｋ１０２５Ｖ　（長さＬ＝２５m）

ＶＢ－Ｋ１０３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．1m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．４３

【管摩擦係数λの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 2.6 ［Ｐａ］

ΔＰ＝λＶ
２
ρ/2×L/D λ　：管摩擦係数  

λ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2×Ｌ/D）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝2.6/（4.2
２
×1.2/2×１/0.1) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量） 120 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

0.0078500

構成機器・部材の技術的資料

0.025

2.6Pa

120m
3
/h
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：断熱チューブ１００ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXH４０５　　　（長さＬ＝５m）

FY-KXH４０６　　　（長さＬ＝６m）

FY-KXH４０８　　　（長さＬ＝８m）

FY-KXH４１２　　　（長さＬ＝１２m）

FY-KXH４２５　　　（長さＬ＝２５m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－Ｋ１００８Ｖ　（長さＬ＝８m）

ＶＢ－Ｋ１０１０Ｖ　（長さＬ＝１０m）

ＶＢ－Ｋ１０２０Ｖ　（長さＬ＝２０m）

ＶＢ－Ｋ１０２５Ｖ　（長さＬ＝２５m）

ＶＢ－Ｋ１０３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．1m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．４３

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 4.6 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 ζ　：局部圧力損失係数  

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝4.6/（4.2
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量） 120 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.1
2
/4)×3.14＝0.00785

0.0078500

構成機器・部材の技術的資料

0.43

120m
3
/h
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■９０°曲げ時抵抗損失曲線（ｒ／ｄ＝３）
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：断熱チューブ５０ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXH２10　　　（長さＬ＝１０m）

FY-KXH２1８　　　（長さＬ＝１８m）

FY-KXH２２２　　　（長さＬ＝２２m）

FY-KXH２３0　　　（長さＬ＝３０m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－Ｋ０５１０Ｖ　（長さＬ＝１０m）

ＶＢ－Ｋ０５３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．０５m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．５９

【管摩擦係数λの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 5.2 ［Ｐａ］

ΔＰ＝λＶ
２
ρ/2×L/D λ　：管摩擦係数  

λ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2×Ｌ/D）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝5.2/（4.2
２
×1.2/2×１/0.05) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量） 30 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.05
2
/4)×3.14＝0.0019625

構成機器・部材の技術的資料

0.025

0.0019625

5.2Pa

16 / 20 ページ



【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：断熱チューブ５０ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXH２10　　　（長さＬ＝１０m）

FY-KXH２1８　　　（長さＬ＝１８m）

FY-KXH２２２　　　（長さＬ＝２２m）

FY-KXH２３0　　　（長さＬ＝３０m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－Ｋ０５１０Ｖ　（長さＬ＝１０m）

ＶＢ－Ｋ０５３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．０５m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．５９

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 6.2 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 ζ　：局部圧力損失係数  

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝6.2/（4.2
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量） 30 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.05
2
/4)×3.14＝0.0019625

構成機器・部材の技術的資料

0.59

0.0019625

6.2Pa
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：フレキチューブ５０ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXＰ２10　　　（長さＬ＝１０m）

FY-KXＰ２1８　　　（長さＬ＝１８m）

FY-KXH２２０　　　（長さＬ＝２０m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－ＫＬ０５２２Ｖ　（長さＬ＝２２m）

ＶＢ－ＫＬ０５３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．０５m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．４１

【管摩擦係数λの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 5.2 ［Ｐａ］

ΔＰ＝λＶ
２
ρ/2×L/D λ　：管摩擦係数  

λ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2×Ｌ/D）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝5.2/（4.2
２
×1.2/2×１/0.05) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量）　　 30 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.05
2
/4)×3.14＝0.0019625

構成機器・部材の技術的資料

0.025

0.0019625

5.2Pa
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：フレキチューブ５０ 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下エコシステムズ㈱

　型番： FY-KXＰ２10　　　（長さＬ＝１０m）

FY-KXＰ２1８　　　（長さＬ＝１８m）

FY-KXH２２０　　　（長さＬ＝２０m）

　会社名：㈱ベンテック

　型番： ＶＢ－ＫＬ０５２２Ｖ　（長さＬ＝２２m）

ＶＢ－ＫＬ０５３０Ｖ　（長さＬ＝３０m）

　仕様： ■ダクト径　　　　　　φ０．０５m

■管摩擦係数　　　　　λ＝０．０２５

■局部圧力損失係数（９０°曲げ）

　（曲げ半径r／ダクト径d＝３）ζ＝０．４１

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 4.3 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 ζ　：局部圧力損失係数  

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.2 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝4.3/（4.2
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　（計算風量） 30 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.05
2
/4)×3.14＝0.0019625

構成機器・部材の技術的資料

0.41

0.0019625

4.3Pa
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【別添】
（様式４）

　構成機器・部材名：給気グリル（天井用） 　Ｐ－Ｑ曲線図

　会社名：松下電器産業㈱

　型番： FY-ＧＰＰ０２－Ｗ（ホワイト色）

FY-ＧＰＰ０２－Ｔ（ライトブラウン色）

　仕様： ■適用ダクト直径　　　φ０．０５m

■局部圧力損失係数 ζ＝２．７４

（エルボあり）

【局部圧力損失係数ζの算出方法】

圧力損失の公式より ΔＰ： 圧力損失　 29.7 ［Ｐａ］

ΔＰ＝ζＶ
２
ρ/2 ζ　：局部圧力損失係数  

ζ＝ΔＰ/（Ｖ
２
ρ/2）  Ｖ　：風速　 Ｖ＝Ｑ/(Ａ×60

2
) 4.25 ［ｍ/Ｓ］

　 ＝29.7/（4.25
２
×1.2/2) ρ　：空気密度　

   ＝ 　　　　　標準空気の場合 1.2 ［Ｋｇ/ｍ３］

Ｑ　：風量　　（計算風量）　 30 ［ｍ３/ｈ］

Ａ　：部材の断面積 ［㎡］ 

　　　Ａ＝（Ｄ
２
/4）π

   　　   ＝（0.05
2
/4)×3.14＝0.0019625

構成機器・部材の技術的資料

2.74

0.0019625

29.7Pa

20 / 20 ページ


